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１．問題と目的 

高齢化・少子化社会における日本社会の抱える課

題として、高齢者介護に従事する人材の確保は重要

である。1992 年に看護師等の人材確保の促進に関

する法律が施行され、それにより介護職に関する資

格の取得者や看護・介護に携わる職員は増加してい

る。しかしながら、介護職員の離職により職員不足

による老人ケアの質低下や離職者に対する心理的悪

影響など懸念される現状がある。 

近年、仕事や職業生活に関して強い不安、悩み又

はストレスを感じている労働者が 50%を超える状

況にある中(厚生労働省,2018) 1)、事業場において、

より積極的に心の健康の保持増進を図るため、厚生

労働省は「労働者の心の健康の保持増進のための指

針」（平成 18 年 3 月 31 日 付け健康保持増進のた

めの指針公示第 3 号）2)を公表し、事業場における

メンタルヘルスケアの実施を促進してきた。しか

し、仕事による強いストレスが原因で精神障害を発

病し、労災認定される労働者が、平成 18 年度以降

も増加傾向にあり、労働者のメンタルヘルス不調を 

未然に防止することが重要な課題となっている。こ

うした背景を踏まえ、平成 26 年 6 月 25 日に厚生

労働省により公布された「労働安全衛生法の一部を

改正する法律」（平成 26 年法律第 82 号）3)におい

ては、心理的な負担の程度を把握するための検査

（以下「ストレスチェック」）及びその結果に 基づ

く面接指導の実施等を内容としたストレスチェック

制度（労働安全衛生法第 66 条の 10 に係る事業

場における一連の取組全体を指す）4)が新たに創設

された。この制度は、労働者のストレスの程度を把

握し、労働者自身のストレスへの気付きを促すとと

もに、職場改善につなげ、働きやすい職場づくりを
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進めることによって、労働者がメンタルヘルス不調

となることを未然に防止すること（一次予防）を目

的としている。 

また、介護老人保健施設には看護師も勤務してお

り、看護師と介護士双方が連携して老人のケアを行

う。介護施設の入所者については、医療ニーズを併

せ持つ中重度の要介護者が増加しており介護施設看

護職には、医療的な判断を行い、必要な際には医療

的ケアの提供、他の医療機関との連携など、介護職

と連携して老人ケアにあたることが必要とされる。

それ故に、病院とは性質が異なる介護老人保健施設

に勤務する看護師は病院に勤務するよりも専門性が

確保されにくい。また、介護施設で働く看護師は本

来の看護業務に加えて、施設の管理業務を任されて

いることも多い。看護師でありながら看護師の専門

性がないために、ストレスを感じている可能性が考

えられる。 

介護に従事している施設内でも、職種や雇用形

態、勤務年数などにより、スタッフ間の職業に対す

る認識の相違による不協和が生じ、各属性によって

異なる部分にストレスを感じている可能性が考えら

れる。また介護労働は身体的負荷が大きいこともあ

り、若年層の職員の労働力に対する期待が大きいこ

とから、年齢層により介護における身体的負荷の相

違も予測される。 

これらのことより、職場における健康状態、生活

習慣病の有無、心身のストレス、職場の人間関係な

どが複雑に関係し、離職に発展することが予想され

る。 

近年、急速に機械学習のプラットフォームを利用

できる環境が整えられている。ニューラルネットワ

ークは、音声、ビジョン、制御システムにおいて、

物体や信号を識別・分類するパターン認識に特に適

していることが知られており 5)、現在、時系列予測

やモデリングに使用されている。 

その手法の一つであるディープラーニングモデル

を用いて健診受診者の健診情報から各個人に対する

疾病予測確率の研究が進められている 6) 。ディー

プラーニングのニューラルネットワークは、一般に

は多層で構成されているが、結合されたニューロン

の 2 つまたは 3 つの層で動作する単層性ニューラ

ルネットワークも存在する。多層性も単層性はいず

れも入力データから直接特徴抽出を行い、学習する

ことができる機械学習の技術である。 

そこで、筆者らは、介護老人保健施設職員の心身

の健康調査を実施している職域コホート集団から単

層ニューラルネットワーク（Single Layer Neural 

Networks : SLNN）と学習済み重みデータより将

来の離職の発生予測を試みる研究は本邦初であり、

ストレスチェックデータから精度の高い離職予測モ

デルを決定し、離職防止のための新たなエビデンス

を創出することを目的とした。 

2．方法 

(1)研究デザイン

本研究は、2016 年 10 月より年に 1 回、介護老人

保健施設職員に対して、厚生労働省が定めるストレ

スチェック 57 項目を含む職員の生活習慣に関する

問診（運動・栄養・休養）およびストレスコーピン

グに関連する質問項目から成るアンケート調査を実

施しており、本研究チームは加藤研究室に配属され

た大学院生および複数の大学教官により構成されて

いる。 

ストレスチェックは、2015 年に行われた労働安全

衛生法の改正によって義務化されており、介護老人

保健施設における職員の職場ストレス状況を把握し

ている。それらに加えて、介護老人保健施設職員の

離職対策の一環として、職域コホートを確立し、職

員の心身の健康状態、生活習慣、ストレス状況、職

業関連ストレス原因を追跡し、離職要因を解明する

ことを目的としている。 

職域コホート集団の調査データは、2016 年集団

（３施設 250 人）を対象としてパイロット集団を確

立し、生活習慣に関する問診、ストレスチェック 57

項目、ユトレヒト・ワーク・エンゲージメント尺度

9 項目 7)、渡辺・小玉（2001）8)の作成した怒り感情

の喚起・持続尺度 13 項目のアンケート調査を実施

し、アンケート調査に関する信頼性と妥当性を検証

した。さらに、2017 年には本調査として（4 施設 627

人）に対して同様の問診を実施し、2017 年集団をベ
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ースライン集団とした。 

(2)2017 年アンケート内容の構成  

2017 年アンケートの項目は以下の a-g の項目で

構成されている(資料 1)。 

a. 個人属性（アンケート番号問 1-1～1-6） 

b. 厚生労働省の定める生活習慣病（メタボリックシ

ンドローム）予防の問診項目（アンケート番号問 2-

1～2-25） 

c.食生活習慣（アンケート番号問 3-1～3-19） 

d.ストレスチェック 57 項目（アンケート番号問 4-1

～問 6-11） 

e.職場のソーシャルキャピタル尺度（日本語版）9) 3

項目(アンケート番号問 7-1～問 7-3） 

f.ユトレヒト・ワーク・エンゲージメント尺度短縮版

7) 9 項目（アンケート番号問 8-1～8-9） 

g.怒り喚起・持続尺度 8)3 項目（アンケート番号問 9-

1～9-13） 

（3）SLNN モデルを用いた離職モデルの確立 

①開発環境 

職域コホート 627人データから欠損値を除くデー

ターマイニングを実施後、離職者をふくむベースラ

インデータを用いて tensorflow（Google）および

Keras （Python3.6）、numpy、 pandas、 Matpotlib、 

Scikit-leaning を用いた。 

それらは、 Window10 にダウンロードし、

anaconda2.4 の環境下で Jupiter notebook を使用

した。 

訓練に使用する SLNN のモデルは全結合型ニュ

ーラルネットワークを用いた。中間層 1 層（ノード

10）、エポック数 300、バッチサイズ 20を構築した。 

研究に必要な PC スペックは、離職予測モデルの訓

練と予測値の推定に、メモリ 32GB、CPU はインテ

ル○R  CoreTM i7、スケーラブル・プロセッサー、

NVIDIA GPU のハイパフォーマンスを発揮する

GPGPU の WINDOS10（64 ビット）PC を用いた。 

②モデル構築手法 

筆者らは、2017 年以降、5 年間にわたり、a.b.c.d

項目を基本調査項目とし、離職防止のために、首尾

一貫感覚 10)、BigFive 性格 11)、頭痛の発生（HIT-6）

12)など、施設管理者の意見を加味した問診票を配布

し、毎年調査を継続している。これらの継続調査か

ら、4 施設における入職者と退職者の名簿を入手す

ることが可能であり、5 年間経過した 2021 年にお

いて 191 人の離職者情報を得た。 

2017 年職域コホート 627 人をベースライン集団

として 5 年間の離職者と在籍者の 2017 年アンケー

ト問診データを用い、機械学習の一つである単層ニ

ューラルネットワークモデル(図 1)に基づき将来の

離職者を予測するモデルを構築した。 

 

 

図 1 単層ニューラルネットワークのイメージ図 

 

離職の有無に対して、性別、調査日年齢、ストレ

スチェック 57 項目から SLNN の重みを更新する学

習データ(train)を構築し、精度と損失関数を求め、

モデル適正を決定した。 

ニューラルネットワークの学習フェーズでは、的

確な推論を行うために最適な各パラメータ（重みや

バイアス）を決定する。 このとき、最適なパラメー

タに近づくための指標となるのが損失率(loss)であ

り train と test の出力の誤差を表す。また、train と

test の一致率を示すものが正解率(accuracy)である。 

③ モデル構築のための機械学習 

a.モデル M-01 においては、2017 年から 2021 年

までの退職者名簿に記載された退職者 191 人から、

データに不備のなかった 174 人を抽出し、勤務日数

3650 日以上の退職者（53 人）を「no：離職なし」、

3650 日未満の退職者（121 人）を「yes：離職あり」

として学習させた。 

それらの項目は、性別、調査日年齢、勤務日数に
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加え、2017 年アンケートの家族構成、身長・体重、

主観的健康観、職種、厚生労働省の定める生活習慣

病（メタボリックシンドローム）予防の問診項目の

うち 15 項目、ストレスチェック 57 項目の合計 80

項目である。（資料のラインマーカー部分を参照） 

b.モデル M-02 においては、2017 年の在職者名簿

に記載された在職者 627 人から、データに不備がな

い在職者 292 人を抽出し、勤務日数が 3650 日以上

の在職者（245 人）を「no：離職なし」、離職者にお

いてデータに不備のなかった 174人から勤務日数が

1095 日未満(3 年未満)の 47 人（離職者）を抽出し、

「yes：退職あり」として学習させた。 

それらの項目は、性別、調査日年齢に加え、2017

年アンケートの家族構成、身長・体重、主観的健康

観、職種、厚生労働省の定める生活習慣病（メタボ

リックシンドローム）予防の問診項目のうち 15 項

目、ストレスチェック 57項目の合計 79項目である。

（資料のラインマーカー部分を参照） 

なお，本調査は、愛媛大学教育学部における研究

倫理審査委員会の承認（14-2）を得て実施している。 

 

3．結果 

a.モデル M-01 における正解率は 0.971 (図 2)、  

損失率は 0.043 (図 3)であった。 

 

図 2 正解率 

 

 

図 3 損失率 

 

b.モデル M-02 における正解率は 0.884 (図 4)、損

失率は 0.336 (図 5)であった。

 

図 4 正解率 

 

図 5 損失率 

これらの 2 つのモデルにおいて高い正解率と損失率を

得ることができた。 
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4．考察 

我が国の高齢化率は 28.4％(内閣府,2020)13)に達し、介

護老人保健施設に入所する老人の数は増加している。介

護老人保健施設に在所する要介護高齢者の数は、平成 28

年には過去最高の 370,366 人となり(内閣府,2020)14)、今

後も高齢者世帯の増加と核家族化の進行により、さらに

介護老人保健施設数、介護老人保健施設入所者数の増加

が考えられる。 

介護老人保健施設に勤務する全国の介護職員の離職率

は 15.4%(公益財団法人介護労働安全センター,2020)14)と、

他の産業の年間離職率（一般労働者 11.4％）（厚生労働

省,2020)15)に比べ高い数字を示している。介護者の離職

に関して介護者の身体的疲労や精神的苦痛が指摘されて

おり、腰痛研究(永田・鈴木 ,2019)16)、疲労研究(北垣

ら,2017)17)、バーンアウト研究(渡邉・石川,2012) 18)など

数多くの研究が報告されている。 

介護老人保健施設で働く者のバーンアウト発生頻度の

高さは、本人の健康問題のみならず、老人に対するケア

サービスの質にも影響を与えていることが報告されてい

る 17)。もしも介護職・看護職のバーンアウトが蔓延し、

老人ケアのサービスの質が低下することになれば、高齢

者介護に大きな支障となる。 

今後の要介護高齢者の増加に伴い、介護老人保健施設

に勤務する職員の確保は不可欠であり、高齢化・少子化

社会における日本社会のかかえる課題として老人介護に

従事する人的資源の確保が重要である。 

内田(2019)19)は、企業での健診データからディープラ

ーニングによる中高年労働者の疾病ハイリスク化の予測

を試みているが、データが 200 例弱である場合や訓練に

使用したデータが 4 年分と短かった場合には翌年の疾病

予測値が 60％になることを報告している。 

本研究では、2017 年のストレスチェックのデータを使

用した SLNN モデル作成のパイロットプログラムを実

装した。 2017 年の職域コホート集団データから欠損値

を除き、離職者 174 人と在職者 292 人のデータを学習さ

せた。機械学習のポイントはいかに精度の高い学習デー

タを使うことができるかということにかかっている。筆

者らは、介護老人保健施設職員約 600 人に対して 5 年に

わたる離職者を把握してきた。2017 年から開始した職域

コホートでは、本研究においてベースラインから 5 年間

の追跡が完了し、人年法において 3000 人年(約 600 人×

5年)を超えるデータを機械学習の学習データとして活用

できることは本研究の大きな強みである。 

そして、2017 年データを用いた学習データで構築した

２つの離職モデル(M-01 と M-02 )を実装したモデルの精

度検証については、2021 年 10 月 1 日実施予定のストレ

スチェックを受診した個々の従業員の離職となる予測確

率を計算し、2022 年以降において 4 施設の在職者名簿の

確認によって職域コホート登録者が実際に離職したかど

うかを比較することによって SLNN 学習の精度を明ら

かにすることができる(図 6)。 

 

 

図 6 離職モデルの検証 

さらに、従来のコホート研究で相対危険度の検定に使

用されるCox比例ハザードモデルによるハザード値と比

較しながら、SLNN 学習を用いた離職の予測性能を明ら

かにすることができる。 

本研究で作成した SLNN モデルを実装することによ

って、ストレスチェック受診者からの離職の予測確率を

算出することにより、離職防止のポピュレーション戦略

にエビデンスを付与することができ、離職に対する雇用

者の離職予防の動機づけを高めることに応用できる。 

今後、研究ツールとして使用する SLNN は、コホート

研究において、伝統的に使用されてきた頻度論に基づく

統計とは異なる概念であり、Cox 比例ハザードモデル解

析などの伝統的コホート解析手法と比較したときにどの

程度有用であるかという実績を蓄積することや活用可能

である分野を明確にすることが今後の課題である。 

 

5．結語 

高齢化・少子化社会において、高齢者介護に従事する

人材の確保は重要であるが、介護労働は心身の負荷が大

きく、職場環境から受けるストレスが多いことから離職

防止が重要な課題となる。そこで、2017 年より介護老人

保健施設職員の心身の健康調査を継続して実施している

職域コホート集団を追跡した結果、5 年間で離職者 174
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名を把握した。そこで 2017 年に実施した生活習慣やス

トレスチェック項目についての離職者と在職者の情報を

単層ニューラルネットワークで学習させ、離職予想モデ

ルに関する正解率と損失率を計算した。ストレスチェッ

ク項目より将来の離職予測を作成する試みは本邦初であ

り、ストレスチェック項目から精度の高い離職予測を決

定することができる可能性が示唆された。 
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7．附記 

本研究は、髙石千尋「介護老人保健施設職員の心身の健

康、職場ストレスと離職要因」（修士論文題目）の一部を

構成する予定である。 
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